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お手元に「RDA による音楽資料の目録作業 ― 資料集」（http://www.tokyo-ondai-lib.jp/
library_report/rda2013/よりダウンロ ドー可）という 42 ページのプリントアウトがあると思いま
すが、本日はこの資料集に沿って進めて行きたいと思います。






AACR は第１版が 1967 年に、カタロガーの皆さんがお使いの第２版は 1978 年に出版され、
88 年、98 年、2002 年と３度の改訂を経て収束しました。この第２版の後継として出されたのが
RDAです。
AACR 第２版の初版のすぐ前に、IFLA から各メディアごとの ISBD が相次いで出版され、
AACR 第２版も、記述部は ISBD と同じメディア別の章だてになっています。音楽関係では、第
５章で楽譜、第６章に録音物が集中的に扱われています。
一方、2011 年初版の RDAですが、こちらは 2007 年の ISBD 統合版の構成を採用し、記述
の各要素ごとに各メディアの扱い方を並べるという構造になっています。
一方、AACR 第２版と RDA の間に現れたのが、目録の理論的な原則を扱った、書誌レコ ドー
株式会社トッカータ











つのコピー製品全体を記述しているわけです。例えば ISBN などは Item（個別資料）ではなく、
Manifestation（体現形）に与えられている識別番号です。














































編曲を表す arr. は綴られた arranged に替わります。次の伴奏を意味する acc. も綴られた形
になります。実務という観点から、このような変更にかかる作業量はどの程度になるかという数字
も気になります。Toccata の典拠データベ スーで、arr. は約 6,700 件ほど、acc. の方は 50 件ほど
あります。arr. の 6,700 という数は、１日 100 件処理しても２ヶ月以上かかる計算になります。

















































ントはタグ 700 にあります。そして、このスコア全体のアクセス・ポイントが、タグ 100 とタグ 240
の組み合わせです。11 ページに、１人の作曲者のコンピレーション（合集）の扱いを簡単にまと
めました。また、その下の比較表には、同じＣＤのアクセス・ポイントの記録方法の違いを簡単に




対比しています。その下に、Toccata MARC 典拠レコ ドーを１件載せました。また、資料集の付




































RDAでは６章の９、３章の２と３に用語一覧があります。MARC21 ではタグ 336 からタグ 338
に入力します。Toccata MARC/Bが基本にしているUNIMARCでは、残念ながらまだ公式になっ
ていません。これらの要素を含む ISBD エリア・ゼロは 2009 年に追加されたのですが、それを
受けて準備中と思われます。
資料集の 15 ページに AACR と RDA の対照を載せました。この例は LC のサイトにある RDA
関連のドキュメントからの孫引きで、スウェーデンのロック・ヴォーカル・グループABBA のＣＤ
２枚組にボーナスＤＶＤがついたアルバムです。AACR の方は見慣れた形ですが、 RDA の方は、
随分拡張されている印象です。まず、タグ 245 からサブフィー ルド h [sound recording] がなくなり、
タグ 300 の sound が audio に変わり、付属資料扱いだった DVD が別のタグ 300 に格上げされ
ました。CD と DVD それぞれに、タグ 336 content、タグ 337 media、タグ 338 carrier があり、
その区別のためサブフィー ルド３という要素を特定するための識別データが付けられています。




２番目に取上げるのは、スコアの用語です。19 ページの下の方から 20 ページにかけて、一覧



























21 ページの下から 22 ページにかけて、AACR で使用した略語が RDAではどう替わるかの一
覧です。（ca. = circa（英語発音 : サーカ ; おおよそ））（i.e. = id est（ラテン語）英語で that is =












れた、制作、発行、頒布、印刷、著作権年について、MARC21 には新たな 264 というタグが登
場して、この制作、発行などの区別を第２インディケータの値で行うことになりました。当然、こ










ここでは、典型的な書誌レコ ドーをご覧いただきながら、コメントしてみます。資料集 23 ペー
ジから 26 ページにかけて、楽譜とＣＤが２つ、計３件の書誌レコ ドーをあげました。
最初はバッハの 55 番のカンタータです。この書誌レコ ドーは OCLC のメンバーが作成し、Ｌ
Ｃがコピー・カタログを行ったということが、タグ 035 とタグ 042 から分かります。RDA 関係の
タグと要素は反転して強調しました。タグ 040 のサブフィー ルド e に rda とあるので、このレコー





した。AACR 時代は、この統一タイトル１つで済んでいました。ところが RDA になって、この
形は Expression（表現）レベルのタイトルになり、前の３の 11 で触れた言語副標目での扱いの















話は少しそれますが、このことを検索できるように、タグ 655 で （次の 25 ページの上の方にあり
ます）ジャンル・形式標目を与えています。











資料集 26 ページから 27 ページにかけて、MARC21と Toccata MARC/A の対比という形で、
これら属性や他のアクセス・ポイントとの関係を示すフィールドの一覧を載せました。MARC21
では、RDA の適用に備えて、これらのフィー ルドを新たに追加しました。Toccata MARC/A の
方は、当初から存在するタグ C25、作品番号やタグ C61 の年代などはそのまま継続しています。




例の１は、マーラーの第１番の交響曲の典拠レコ ドーです。a は MARC21 の LC のもの、b
は Toccata MARC/Aです。
Toccata MARC/A は、1989 年に UNIMARC/A が世に出る６年前の 1983 年に開発された






LC の典拠レコードですが、タグ 046 は典拠標目の年代です。データはタグ 670 の grove 
online からとられています。典拠標目は作曲者 + タイトルの形でタグ 100 に収められています。こ
のタグ 100 は個人名のアクセス・ポイントと定義されていますので、タイトルが追加された個人名
標目の一種という位置づけです。なお、LC では RDA への再コーディングに際して、そのレコー
ドにある情報の範囲で RDA タグへの対応を行うこと、そのための新たな調査は行わないことな
どを表明しているので、RDA に切り替わったと言っても、それぞれのレコ ドーによって RDA タグ
の情報量に差があります。
タグ 380 は作品の形式、タグ 382 は演奏手段、タグ 383 は番号、タグ 384 は調というように、
作品の属性やプロフィー ルが書かれています。
Toccata MARC/Aですが、こちらの典拠レコ ドーでは実体単位にレコ ドーを作成している関係
で、作曲者のアクセス・ポイントは直接は書かれていません。タグ 002 にその ID を入れて、リン
クを形成する形になっています。タグ 002 の反転部分が作曲者マーラーの典拠 ID です。コロン
以降はソフトウェアが生成する、確認用の表示情報です。
作品そのものの典拠形アクセス・ポイントは、タグA5A/A5K にあります。３桁目の A はラテ
ン文字、K は日本語の漢字・カナ・データです。サブフィー ルド w の中間あたりにある反転文字
d は RDAを示しています。タグ C20 から C28 までが RDA データです。C61 は年代で、厳密な
意味での RDA 項目ではありませんが、ほぼ互換性は確保されています。
例２は、中世の作曲家デュファイのレコ ドーです。LC の典拠レコ ドーでは、タグ 100 が典拠標
目です。サブフィー ルド d が、RDA の議会図書館の共同目録プログラムによる形式です。これは
資料集３の４のところでお話しました。タグ 370 は関係場所、この例では出生と死没の場所です。




本日のお話も終わりに近づいてきました。Toccata MARC 書誌が準拠している UNIMARC/B
の FRBR や、RDAを受けた動きを述べたいと思います。
UNIMARC/B ですが、資料集 30 ページにあるように、Work（著作）と Expression（表現）
のために４つのフィー ルドを新たに追加しました。
タグ 506/507 がタイトル単独の優先アクセス・ポイント、タグ 576/577 が著作者と優先アクセ
ス・ポイントの組み合わせで、著作者 + タイトル形の標目です。それぞれ３桁目が６の方は著作 
（Work）レベル、７が表現（Expression）レベルです。既存のフィー ルドに説明語句、サブフィー
ルド i を追加して区別しようとする MARC21と対照的な対応です。資料集 30 ページにあるそれ
ぞれの例示は、これらのマニュアル・ページにあるものですが、LC/OCLC による RDA のもとで
-55-
の目録とは目指す方向が異なっているようです。
なお、MARC21 のタグ 336 からタグ 338 に相当するデータ項目は、先ほども触れましたが検
討中で、フランスなど一部のメンバーからタグ 181-182、203 などが提案されているとのことです。
なお、UNIMARC の新しいフィー ルドと ISBD のエリア０は、IFLA のサイトから PDF でのダウ
ンロ ドーが可能です。
最後に、RDAや FRBR の要素を部分的に反映した Toccata MARC/B のレコ ドーの詳細を載
せました。最初の例は、吹奏楽コンクールの課題曲の模範演奏を収めたコンピレーションＣＤ、２
番目はスティー ヴ・ライヒの作品の楽譜です。
UNIMARC の RDA 対応がこれからの段階なので、実験的に追加したタグも含めて反転で示
した RDA データは僅かです。
最初のＣＤですが、AACR 時代に演奏者が基本記入となっていたのが（UNIMARC ではタ





レコ ドーの最後の方、タグ 801 のサブフィー ルドg に rda による目録であることを記録し、部分
的適用であるので、タグ 830 のカタロガー用の注記に MARC21 のタグ 336-338 に該当するデー
タをまとめてメモしています。
２つ目の例のスコアでは、RDA の記述データを日本語にするささやかな試みをしてみました。
タグ 215 とタグ 302 の反転部分がその部分です。
資料集の最後に、web から無料でダウンロ ドーできる RDA 関係の文書を中心に、参考文献表
を付けました。また、付録として、オペラのリブレットの典拠レコ ドーを AACR から RDA に変更
する過程の編集画面を付けました。RDA に移行する際に起きる実務上の手間、コストの予測に
役立てていただければと思います。
長時間のご清聴、ありがとうございました。
